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安全に正しくお使いいただくために

安全に正しくお使いいただくために
この取扱説明書および製品では、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危
害や財産への損害を未然に防止するために、以下の表示をしています。表示と内容をよく理解し
てから本文をお読みください。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内
容

■

● 本機はDC12V/24V⊖アース車専用
です。12V/24V車以外では使用しな
いでください。

● 本機を分解したり、改造しないでくだ
さい。

 事故、火災、感電の原因となります。

● 電源コードの被覆を切って、他の機器
の電源を取ることは絶対におやめくだ
さい。

 電源コードの電流容量がオーバーし、
火災、感電の原因となります。

● 音が出ないなどの故障状態で使用しな
いでください。

 事故・火災・感電の原因となります。

● ヒューズを交換するときは、必ず規定
容量（アンペア数）のヒューズを使用
してください。

 規定容量を超えるヒューズを使用する
と、火災の原因となります。

● 万一、異物が入った、水がかかった、
煙が出る、変な匂いがするなどの異常
が起きた場合は、直ちに使用を中止し、
必ずお買い上げの販売店に相談してく
ださい。

 そのまま使用すると事故、火災、感電
の原因となります。

● 運転者は走行中にSDメモリーカード
の抜き差しやスイッチ操作をしないで
ください。

 前方不注意となり事故の原因となりま
すので、必ず安全な場所に車を停車さ
せてから行ってください。

● 別売のシガーライタープラグがシガー
ライターソケットの形状に合わない場
合は、使用しないでください。

 火災、感電の原因となります。

● 機器内部に水や異物を入れないでくだ
さい。

 発煙、発火、感電の原因となります。

● 雷が鳴り出したら、本機、シガーライ
タープラグに触れないでください。

 落雷により、感電の危険性があります。

● 本機を使用するために、禁止された場
所に駐停車しないでください。

● カード挿入口に異物を入れないでくだ
さい。

 火災や感電の原因となります。
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安全に正しくお使いいただくために

● 本機を車載用として以外は使用しない
でください。

 感電や怪我の原因となることがありま
す。

● 本機は、危険運転の際の状況を記録す
ることが目的です。イタズラその他の
目的では、使用しないでください。

● 本機に、強い力やショックを与える、
落とす、上に重いものをのせることは
しないでください。

 火災、故障の恐れがあります。

● シガーライタープラグを抜くときは、
プラグ部を持って抜いてください。

 コードが破損し、火災、感電の原因と
なることがあります。

● 濡れた手でシガーライタープラグの抜
き差しをしないでください。

 感電の原因となることがあります。

● カード挿入口に手や指を入れないでく
ださい。

 けがの原因となることがあります。

● 直射日光が当たった場合などは、金属
部分が高温になり、火傷をする可能性
があります。

● 本機の取り付け箇所を定期的に点検し
てください。取り付けネジの緩みや貼
り付けした部分がはがれていないこと
を確認してください。取り付けネジの
緩みがある場合は、増し締めをしてく
ださい。

 本機が外れて視界や運転の妨げとな
り、事故の原因となることがあります。

● フロントガラスのお手入れの際は、本
機およびコードを強く引っ張らないで
ください。

 本機がはずれる恐れがあります。
 （はずれた場合は、お買い上げの販売
点へご相談ください。）
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本機について〔必ずお読みください〕
● 本機は、常時記録型の映像を記録する装置ですが、全ての状況において映像を記録
することを保証したものではありません。以下の場合などは、映像が記録されない、
または、映像が残っていないことがあります。

① 本機にSDメモリーカードを挿入していない場合
② 本機からSDメモリーカードを抜いた場合
③ 記録した画像が上書きされてしまった場合
④ 大きな事故や水没などで本機およびＳＤメモリーカードが損傷を受けた場合
⑤ 大きな事故の場合などでバッテリと本機間の電源コードが断線した場合、または、

バッテリが損傷を受けた場合

● 本機は、事故の検証に役立つことも目的の一つとした製品ですが、完全な証拠とし
ての効力を保証するものではありません。

● 本機で記録した映像は、その使用目的や使用方法によっては、被写体のプライバシー
などの権利を侵害する場合がありますのでご注意ください。また、本機をイタズラ
などの目的では使用しないでください。これらの場合については弊社は一切責任を
負いません。

● ＬＥＤ式信号機は目に見えない速さで点滅しているため、本機で撮影すると、点滅
して撮影される場合があります。信号が映っていない場合は前後の映像や周辺の車
両の状況から判断願います。ＬＥＤ式信号機が映らない件については弊社は一切責
任を負いません。

● 長期間にわたり電源が供給されない状態が続くと、日時がずれる場合があります。
日時が大幅にずれている場合や日時異常になった場合は、P.18またはP.33の手順
に従い日時を修正してください。

● 映像が記録されなかった場合や記録された映像データが破損していた場合による損
害、本機の故障や本機を使用することによって生じた損害については、弊社は一切
責任を負いません。

●本機は常時記録型の映像記録装置です。衝撃を検知して記録する装置ではありません。
SDメモリーカードの記録が一杯になると古い映像を消して上書きします。事故な
どでデータの保存が必要な場合は、速やかに車両のエンジンキーをオフにしておく、
または、SDメモリーカードを抜いておくなどの対応をお願いします。

●記録した映像を残しておきたい場合は、パソコンのハードディスクにコピーしておく
などの対応をお願いします。
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● 本機が起動中（LEDが点滅中、点灯中）にSDメモリーカードを抜かないでください。
SDメモリーカードが破損し、映像を記録できなくなる恐れがあります。SDメモリー
カードの破損による映像が記録できない件について、弊社は一切責任を負いません。

● 本機で記録した映像を見るために、下記のスペックを満たすパソコンが必要です。
また、カードリーダーは含まれていませんので、ご使用のパソコンに接続可能なカー
ドリーダーを別途ご購入願います。

パソコンの必要条件
OS Windows XP(SP3以降 )

Windows Vista(SP2以降 )
Windows 7
いずれも日本語版32ビット版のみ対応 ＊ 1

CPU Pentium III 800MHz 以上 ＊ 2
メモリ 128MB以上 ＊ 2
ディスプレイ 1024× 768ピクセル以上、High Color(16 ビット ) 以上
サウンド Windows で使用可能なPCM サウンド再生機能
その他 Internet Explorer 4.0 以降

USB 2.0 またはPCMCIA スロット経由でSDメモリーカードにアクセスで
きること

＊1  上記 OS以外のバージョンのOS上で起動させた場合、アプリケーションの動作は保障され
ません。

＊2  Windows XP の場合です。Windows Vista 及びWindows 7 については、Microsoft 社
の推奨システム要件が必要です。

● ご使用のパソコンによっては、再生時に映像が乱れたり音声が途切れたりする場合
があります。その際は、ビューアーソフトを終了させ、再度ビューアーソフトを起
動して映像を再生してください。

● Windows XP、Windows Vista、Windows 7は米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標です。

 その他、本文中に掲載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
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使用上のご注意■
● 取り付け後、取付説明書の動作確認手
順に従い、正しく動作していることを
確認してください。

● 極端な高温や低温でのご使用は、誤作
動や故障の原因となります。とくに夏
期は車内が高温になることがあります
ので、窓を開けるなどして温度を下げ
てからご使用ください。

● 本機には、必ず添付のSDメモリーカー
ドを使用してください。添付品以外で
は正しく動作しません。
SDメモリーカードを挿入口から挿入
してお使いください。
SDメモリーカードを挿入しない場合、
本機は動作しません。

● SDメモリーカードを本機に挿入する
場合、向きに注意して挿入してくださ
い。

● SDメモリーカードの抜き挿しは、本
機の電源が切れていること（ＬＥＤが
消灯）を確認して行ってください。本
機が動作中にSDメモリーカードの抜
き挿しを行うと、SDメモリーカード
が破損する恐れがあります。

● SDメモリーカードへのデータ書込み
中（ＬＥＤが点灯中、点滅中）は、絶
対にSDメモリーカードを抜かないで
ください。SDメモリーカードが破損
するだけでなく、本機が故障する恐れ
があります。

● SDメモリーカードを抜く場合、本機
の電源が切れていること（ＬＥＤが消
灯）を確認のうえ、SDメモリーカー
ドの中央付近を軽く押し込み、手を離
してください。SDメモリーカードが
少し飛び出しますので、SDメモリー
カードを取り出してください。

● SDメモリーカードには、ドライブレ
コーダーで記録されるデータ以外を保
存しないでください。正しく画像が記
録されないことがあります。

● ＬＥＤ式信号機は、目に見えない速さ
で点滅しているため、本機で撮影する
と、点滅して記録される場合がありま
す。ＬＥＤ式信号機が映らない件につ
いては弊社は一切責任を負いません。

● カメラレンズの特性により、画面に映
る人や障害物は、実際の位置や距離と
異なって見えることがあります。

● 本機を強くたたいたり、物をぶつける
などの強い衝撃を与えないでくださ
い。故障や破損の原因になります。

● 本機への直火やドライヤー、熱湯での
急激な温度変化を与えると、故障や破
損の原因になります。

● 本機をアルコール、ベンジン、シン
ナー、ガソリン等揮発生の薬品類で拭
かないでください。変形や変質、破損
の原因になります。
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● 磨き砂等が配合された洗剤で拭かない
でください。キズの原因になります。

● カメラレンズ部分が汚れている場合
は、水を含ませた柔らかい布などで軽
く拭いてください。乾いた布で強くこ
するとキズの原因になります。

● カメラにキズをつけないでください。
キズ部分からカメラ内部に湿気や水が
吸い込まれ故障や火災、感電の原因に
なります。

● フロントガラスに水滴がついていると
き、汚れているときなどは、撮影した
映像が見づらくなる場合があります。

● 太陽光やヘッドライトなど高輝度の被
写体がカメラに映ると、映像素子特有
のブルーミング現象（※）が発生する
ことがありますが、カメラの異常では
ありません。

 

（※）ブルーミング現象：
高輝度の被写体（太陽やヘッドライト
など）がカメラに映ると、光周辺に白
飽和が発生する

高輝度の
被写体

● 本機の日時を定期的に確認してくださ
い。日時がずれている場合は、P.18
またはP.33の手順で日時を修正して
ください。

● 本機は、別売のシガーライタープラグ
を使用することで簡易に電源を取れる
ようになっておりますが、車両によっ
てはバッテリから電源供給されてお
り、バッテリ上がりになる場合があり
ますので、同梱の接続コードを使用し、
車両のアクセサリ電源線から電源を取
得することをお勧めいたします。

● シガーライターソケットから電源をと
る場合、エンジンキーオフでシガーラ
イター電源がオフになることを確認し
てください。エンジンキーオフでシ
ガーライター電源がオフにならない車
両は、シガーライタープラグの抜き忘
れで、バッテリ上がりの恐れがあるた
め、シガーライター電源は使用しない
でください。

● シガーライタープラグは、奥までしっ
かりと差し込んでください。シガーラ
イターソケットの口径に合わせて、シ
ガープラグのスライドスイッチを、Ｎ
側またはＷ側に切替えて使用してくだ
さい。

 差し込んだ後、がたつきがあったり、
簡単に抜けてしまう場合は、使用しな
いでください。火災、感電の原因とな
ります。
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各部の名称とはたらき■
本機

① LED
 点灯しているときは、記録状態です。
点滅しているときは、記録再生（ビュー
アーモード時）、時刻設定（設定モー
ド時）、またはアプリケーションのバー
ジョンアップ状態です。

 ブザーとともに点滅しているときは、
本機に異常がある場合です。「LED表示、
ブザーによる異常通知」（P.10）を参
照してください。

② ＜ ボタン
 モード切換操作、ブックマーク登録、
再生操作、再生画面／設定画面での選
択・決定・終了操作に使用します。

③ ＞ ボタン
 モード切換操作、ブックマーク登録、
再生操作、再生画面／設定画面での選
択・決定・終了操作に使用します。

④ カメラ
 映像撮影部です。

⑤ 角度調整ダイヤル
 カメラの角度調整をするときは、ここ
を回して調整してください。

⑥ カード挿入口
 使用するSDメモリーカードをここへ
挿入してください。

①
② ③

④

⑤

⑥
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LED表示、ブザーによる異常通知
LED表示、ブザーによって本機の状態をお知らせする機能があります。ここでは、本
機に異常があった場合の状態、原因、対処について説明します。

また、スイッチ操作を行ったとき、本機が起動したとき、動作モードが切り替わったと
きなどにも、LEDが点灯したり、ブザーが鳴ったりします。正常動作時の LED表示、
ブザーについては各操作説明を参照してください。

ブザー LED状態 原因 対処
ピーッピーッピーッ・・
（鳴り続ける）
＊1 ＊ 2

遅い点滅
＊3

カードが挿入されてい
ない。

SDメモリーカードを挿入
してください。

SD メモリーカードの
フォーマット異常の可
能性がある。

SD メ モ リ ー カ ー ド を
フォーマットしてくださ
い。（→P.35）

カードが書き込み禁止
になっている。

カードの「LOCK」を解除
し、カードを再挿入してく
ださい。

プー＊2 遅い点滅
＊4 

記録される日時が異常
になっている。

本機の日時を修正してくだ
さい。（→P.18、P.33）

映像または音声の保存
ができなかった。

電源を入れ直してくださ
い。復帰しない場合は販
売店へお問い合わせくださ
い。

ピープーピープ・・
（鳴り続ける）
＊1 ＊ 2

速い点滅
＊5 

映像および音声の保存
ができなかった。

電源を入れ直してくださ
い。復帰しない場合は販
売店へお問い合わせくださ
い。

ピー（高音）＊2 速い点滅
＊5 

アプリケーションの異
常を検知した。

電源を入れ直してくださ
い。復帰しない場合は販
売店へお問い合わせくださ
い。

＊1：< ボタンまたは  > ボタンを押すとブザーが止まります。
＊2： ブザーはONで設定されています。OFFに変更できません。その他のブザーはビューアー

ソフトでON／OFFの設定ができます（P.30参照）。
＊3： 遅い点滅：点灯（0.5 秒）／消灯（1.5 秒）の繰り返し
＊4： 遅い点滅：点灯（1.5 秒）／消灯（0.5 秒）の繰り返し
＊5： 速い点滅：点灯（0.5 秒）／消灯（0.5 秒）の繰り返し

■
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本体の操作方法
本機は走行中の映像と音声をSDメモリーカードに記録し、車載モニターやパソコンな
どの画面で見ることができます。
ここでは、本機の使い方、設定の変更方法を説明します。

 1 起動する
本機の電源は車両のエンジンキーと連動しています。エンジンキーを回す前に、本手順
にしたがってSDメモリーカードの有無を確認してください。

1. 本機の電源が切れている状態で、SDメモリーカードが挿入されているこ
とを確認します。

SDメモリーカードが挿入されていない場合は、以下の注意を守ってSDメモリー
カードを挿入してください。
・ 本機の電源が切れていること (本機の LEDが消灯している状態 )
 本機が動作中にSDメモリーカードの抜き差しを行うと、SDメモリーカード
が破損する場合があります。

・ SDメモリーカードの書き込み禁止スイッチが「Lock」解除の状態であること
・ SDメモリーカードを本機に挿入する場合は、向きに注意して挿入すること
 SDメモリーカードは、カチッと音がするまで挿入してください。

ＳＤメモリーカード

2. 車両のエンジンキーをオンにします。
電源が入り、本機の LEDが点滅します。

「ピッ」とブザーが鳴り、LEDが点灯すると起動完了です (約 15秒かかります )。
※設定によりブザーが鳴動しないことがあります。

■
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 2 終了する

1. 車両のエンジンキーをオフにします。
記録中のときは、記録動作が終了し、ＬＥＤが消灯すると、電源が切れた状態にな
ります。

2. 記録した映像をパソコンで見たい場合は、ＳＤメモリーカードを取り出しま
す。
SDメモリーカードの中央付近を軽く押し込み手を離してください。SDメモリー
カードが少し飛び出します。

● ＳＤメモリーカードへのデータ書込み中（ＬＥＤが点灯中、点滅中）は、絶対にＳＤメ
モリーカードを抜かないでください。ＳＤメモリーカードが破損するだけでなく、本機
が故障する恐れがあります。

● ＳＤメモリーカードを抜く場合、本機の電源が切れていること（ＬＥＤが消灯）を確認
のうえ、SDメモリーカードの中央付近を軽く押し込み、手を離してください。SDメ
モリーカードが少し飛び出しますので、SDメモリーカードを取り出してください。

● ＳＤメモリーカードを挿入しない場合、本機は動作しません。ＳＤメモリーカードを取
り出した場合は、入れ忘れにご注意ください。ＳＤメモリーカードが無い場合は、ブザー
が「ピーッピーッピーッ・・・」と鳴りつづけます。
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 3 映像と音声を記録する（記録モード）
本機は常時記録型のドライブレコーダーです。（衝撃を検知し、記録する装置ではあり
ません。）
本機の起動が完了すると、映像と音声の記録が開始されます。
記録中は LEDが点灯します。
SDメモリーカードの記録容量上限に達したときは、古い映像・音声記録から上書きし
て記録を続行します。
エンジンキーをオフにすると、記録が終了します。

標準モードと長時間モード
記録モードには、標準モードと長時間モードの2種類があります。
標準モード：映像をVGAで記録することができます（最長約1時間分の記録）。
長時間モード：映像をQVGAで記録することができます（最長約6時間分の記録）。
     　　　  　※ いずれも目安時間

● ＳＤメモリーカードへの記録中（ＬＥＤが点灯中、点滅中）は、絶対にＳＤメモリーカー
ドを抜かないでください。ＳＤメモリーカードが破損するだけでなく、本機が故障する
恐れがあります。

● 電源のオン／オフやモード切り替え（下段「ワンポイント」参照）を頻繁に繰り返すと、
短時間の記録ファイルが多くなり、全体の記録可能時間が短くなります。

● 本機は常時記録型の映像記録装置です。衝撃を検知して記録する装置ではありません。
SDメモリーカードの記録が一杯になると古い映像を消して上書きします。事故などで
データの保存が必要な場合は、速やかに車両のエンジンキーをオフにしておく、または、
SDメモリーカードを抜いておくなどの対応をお願いします。記録した映像を残してお
きたい場合は、パソコンのハードディスクにコピーしておくなどの対応をお願いします。

記録モードから時刻を設定する画面（設定モード）、または記録を再生する画面（ビューアー
モード）に切り替えると、記録が一時停止します。また、記録モードに切り替わると記録
が再開されます。
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ブックマークの登録
記録中の映像にブックマークを登録することができます。
走行中に遭遇した出来事などにブックマークをつけることで、ビューアーソフトで記録
を再生するときに探しやすくすることができます。
ブックマークは以下の操作で登録できます。

1. 記録モード動作中に、ブックマークを登録したいところで、＜ ボタン、ま
たは ＞ ボタンを押します。
「ピッ」とブザーが鳴り、ブックマークが登録されます。

● 安全のため運転中に操作しないでください。運転中の操作は事故につながる恐れがあり
ます。車を停車させてから操作してください。

● ブックマーク登録後は1秒間ブックマーク登録できません。
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 4 記録した映像を見る（ビューアーモード）
車載モニターなどでＳＤメモリーカードに保存されている映像を見ることができます。

■ ビューアーモードへの切り替え方
1. 記録モード動作中に、＞ ボタンを１秒押します。

1秒経過した時点で「ピッ」とブザーが鳴り、続いて「ピピッ」とブザーが鳴ると、
ビューアーモードに切り替わります。
※ 設定によりブザー鳴動しないことがあります。

車載モニター画面は、VTR操作画面にしてください。

ＳＤメモリーカード内に映像データがない状態でビューアーモードに切り替えると、画面
に「No Data」と表示されます。

■ 記録モードへの切り替え方
下の3つの状態でビューアーモードから記録モードに切り替わります。
● 操作しないまま３０秒が経過する。
 ※再生中の場合は切り替わりません。
● ＜ ボタンと ＞ ボタンを同時に１秒押す。
● 電源をオフにする。（次回起動時に記録モードに切り替わります）
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■ ビューアーモードの操作方法と表示
ビューアーモードに切り替わると、「ピピッ」とブザーが鳴り、LEDが点滅して、注意
文表示後に選択画面が表示されます。

1. 記録日時一覧から ＞ ボタンや ＜ ボタンを押して再生したい映像を選び、
＞ ボタンを1秒押します。

記録日時一覧

ページ数

〈選択画面〉

● 次ページへ切り替えるときは、最も古い日時の映像を選び、＞ ボタンを押します。また、
前ページへ切り替えるときは、最近の日時の映像を選び、＜ ボタンを押します。

● 任意の日時の映像を選び、＜ ボタンを1秒押すと選択した映像の最後の画像が表示さ
れます。

● 記録日時一覧は新しい映像から順番に並んでいます。

映像再生の場合
画面の上に記録日時が表示されます。
画面の下に、「動作状態（再生中、停止中、一時停止）」が表示されます。

動作状態
　 ： 再生中
　 ： 停止中
　 ： 一時停止

記録日時

● 映像再生中に ＞ ボタンを押すと、再生を停止します。（一時停止）
 一時停止中に ＞ ボタンを押すと、再生を再開します。
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● 再生完了（停止）した状態で ＞ ボタンを押すと、最初から再生します。

● 一時停止中に ＞ ボタンまたは ＜ ボタンを1秒押すと、シークバーが表示
されます。

動作状態
　 ： 早送り
　 ： 早戻し

シークバー

①
②

＞ ボタンまたは ＜ ボタンを押し続けるとシークバーが右方向、または左方向へ伸び
縮みし、ボタンから手を離した時点まで映像が早送りまたは早戻しされます。
①： 早送り時は、一時停止した時点の時刻
 早戻し時は、最初に記録した画像の記録日時
②： 早送り時は、最後に記録した画像の記録日時
 早戻し時は、一時停止した時点の時刻

● 再生中に、＞ ボタンを1秒押すと、30秒後から映像を再生します。
 ＜ ボタンを1秒押すと、30秒前から映像を再生します。
＜ ボタンを1秒押して最も古い日時の映像の先頭に再生位置が移動したときは、先
頭から再生します。また、＞ ボタンを1秒押して最近の日時の映像の最後に再生位
置が移動したときは、最後の画像が表示されて、再生が停止します。

● 再生中・一時停止中・停止中すべての状態で、＜ ボタンを押すと選択画面
にもどることができます。
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 5 日時の設定を変更する（設定モード）
車載モニターなどに本機の設定画面を映すことで本機の日時の設定ができます。

■ 設定モードへの切り替え方
1. 記録モード動作中に ＜ ボタンを１秒押します。

1秒経過した時点で「ピッ」とブザーが鳴り、続けて「ピピッ」とブザーが鳴ると、
日時設定画面に切り替わります。
※ 設定によりブザー鳴動しないことがあります。

■ 記録モードへの切り替え方
下の4つの状態で設定モードから記録モードに切り替わります。
● ＜ ボタンと ＞ ボタンを同時に1秒押す。
● 操作しないまま30秒が経過する。
● 秒の1桁目で ＞ ボタンを1秒押す。（表示された日時で設定、保存されます）
● 電源をオフする。（次回起動時に記録モードに切り替わります）

■ 設定モードの操作方法と表示
● ＞ ボタンを押すと数値が上がります。
 また、＜ ボタンを押すと数値が下がります。

● ＞ ボタンを１秒押すとカーソルが次の桁へ移動します。
 また、＜ ボタンを１秒押すとカーソルが前の桁へ移動します。

● 秒の1桁目で＞ボタンを1秒押すと日時が保存されます。

〈日時設定画面〉

● 年の桁位置で ＜ ボタンを1秒押しても、秒の桁位置へはカーソルは移動しません。
● 秒の1桁目で ＞ を1秒押しすることにより日時設定が完了します。
 上記操作の途中で終了した場合、変更した設定は保存されません。
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 6 ドライブレコーダー本体のアプリケーションをバージョン
アップする

ドライブレコーダー本体のバージョンアップが必要になった場合は、弊社ホームページ
でご案内いたします。バージョンアップする場合は、弊社ホームページから最新のアプ
リケーションをダウンロードしてください。
Internet Explorer などのウェブブラウザを起動し、弊社ホームページへアクセスしま
す。弊社ホームページのアプリケーションソフトダウンロードのURLは下記のとおり
です。

http://www.e-iserv.jp/top/

1. 本機の電源を切り、新しいアプリケーションの入ったSDメモリーカードを
挿入してください。

2. 車両のエンジンキーをオンにして、電源を入れてください。
LEDが点滅します。この後、「ピピッ」とブザーが鳴るとバージョンアップが始ま
ります。
しばらくすると、LEDが消灯します。バージョンアップが完了し、自動的にアプリ
ケーションが再起動します。

● 本体バージョンアップ中（LEDが点滅中）は、絶対に電源をOFFしないで下さい。本
機が故障する恐れがあります。

● ＳＤメモリーカードを使用しての本体バージョンアップ中（ＬＥＤが点滅中）は、絶対
にＳＤメモリーカードを抜かないでください。ＳＤメモリーカードが破損するだけでな
く、本機が故障する恐れがあります。

● ＳＤメモリーカードを抜く場合、本機の電源が切れていること（ＬＥＤが消灯）を確認
のうえ、SDメモリーカードの中央付近を軽く押し込み、手を離してください。SDメ
モリーカードが少し飛び出しますので、SDメモリーカードを取り出してください。

● ＳＤメモリーカードを挿入しない場合、本機は動作しません。ＳＤメモリーカードを取
り出した場合は、入れ忘れにご注意ください。ＳＤメモリーカードが無い場合は、ブザー
が「ピーッピーッピーッ・・・」と鳴りつづけます。

● 弊社ホームページは、2か月に1 回程度の割合で、メンテナンスのために1日中アク
セスできなくなることがあります。予めご了承ください。
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ビューアーソフトの操作方法
本機で記録した映像と音声はパソコンで再生できます。再生には専用のビューアーソフ
トを使います。ここでは、ビューアーソフトの使い方を説明します。

パソコンの画面はWindows XP Professional Edition (SP3) のものです。OS
や設定によって画面の表示が異なる場合があります。

 1 ビューアーソフトをコピーする
ビューアーソフトは付属のSDメモリーカードにあらかじめ保存されています。ビュー
アーソフトをパソコンで使用するために、デスクトップへコピーします。

1. SDメモリーカードを、パソコンのメモリースロットカードに挿入します。

● SDメモリーカードスロットが搭載されているパソコンでは、SDメモリーカー
ドスロットへそのまま挿入することができます。SDメモリーカードスロット
が搭載されていないパソコンの場合は、お客様でカードリーダーをご準備くだ
さい。

● お使いのパソコンによっては、SDメモリーカードスロットのドライブ文字が
異なる場合があります。

2. キーボードのウィンドウズキー（ ）とEキーを同時に押します。
エクスプローラーが起動します。

3. SDメモリーカードのドライブを選択します。

■
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ビューアーソフト以外のファイルも表示されますが、本体の動作を記録したファ
イルですので、削除しないようにご注意ください。

4. 「DREC100」をマウスで右クリックし、「コピー」を選択します。

5. 「デスクトップ」を選択して、右の枠内をマウスで右クリックし「貼り付け」
を選択します。
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6. 「DREC100」がデスクトップへコピーされます。

ビューアーソフトはバックアップとして任意の場所へコピーすることをお勧めします。
もし誤ってビューアーソフトを消してしまった場合は、専用サイトよりダウンロード可能
です。
　　⇒「ビューアーソフトを消してしまった場合」（P.39）参照
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 2 記録した映像を見る
記録した映像を、ビューアーソフトで見ることができます。
以下の手順でビューアーソフトを起動し、映像を再生します。

1. 本体から抜いたＳＤメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンへ挿入します。

お使いのパソコンの設定によっては、SDメモリーカードを挿入したときに
「Windowsが実行する動作を選んでください」というダイアログが表示されます。
その場合は、「キャンセル」ボタンをクリックするか、「何もしない」を選択するか、
または右上の「×」ボタンでダイアログを閉じてください。

2. デスクトップの「DREC100」をダブルクリックします。

3. ビューアーソフトが起動します。
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4. 見たい映像のファイルを指定します。  ボタンをクリックします
（またはメニューの「ファイル」－「開く」を選択します）。
メモリーフォルダ構成については、P.27を参照してください。

5. ＳＤメモリーカードのドライブを指定し、MOVフォルダから見たい映像の
ファイルを選択し [開く ]ボタンをクリックします。
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ビューアーに指定した映像が読み込まれ、自動再生が始まります。

①

②

③
④

⑤

⑥

加速度（G）グラフ
　縦軸: 加速度　
　横軸: データの時間

再生中の映像

ブックマーク

⑨ ⑩ ⑪⑫⑦ ⑧

① ビューアーを終了します。

② 指定した映像の撮影日時を表示しま
す。

③ 音量を調整します。
 設定範囲 :0～ 16
 数値を大きくすると、音量が大きくな
ります。

④ 映像の明るさを調整します。
 設定範囲 :0.1 ～ 5.0
 数値を大きくすると、映像が明るくな
ります。

⑤ 再生する映像を指定します。

⑥ 現在の再生位置を表示します。

⑦ 映像を再生します。
 再生中は一時停止ボタン（ ）とな

ります。

⑧ 再生を停止します。

⑨ 一つ前の日付の映像を再生します。

⑩ 一つ後の日付の映像を再生します。

⑪ 一つ前の映像を再生します。

⑫ 一つ後の映像を再生します。

（P.14参照）



ビューアーソフトの操作方法

26

6. 終了する場合は、  ボタンをクリックします（またはメニューの「ファイル」
－「終了」を選択します）。

SDメモリーカードに保持しておける映像の数は限られています。必要に応じて、SDメモ
リーカードの映像データをパソコンのハードディスクに保存してください。
　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.28）参照

● 映像を読み込む時や再生している時にエラーメッセージが表示され、映像が正しく再生
されない場合は、映像データが破損している可能性があります。必要に応じてSDメ
モリーカードの映像データをパソコンのハードディスクに保存し、SDメモリーカード
のフォーマットを行ってください。

　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.28）参照
　　⇒「SDメモリーカードをフォーマットする」（P.35）参照
● ＳＤメモリーカードを抜くときは必ずパソコンで安全な取り外し操作を行ってくださ
い。
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■ メモリーフォルダ構成
● SDメモリーカード内には、以下のように記録データが保存されています。

SDカード 

1025_002.DAT 

1025_001.DAT

  記録データ保存用フォルダ MOV

1015_001.DAT

映像ファイル
1015_002.DAT 

1015_003.DAT 

DINF

● 映像は以下のファイル名で保存されます。
 MM DD xxx. DAT
  月 日 通し
   番号
● ハードディスク上にある映像を再生する場合は、ハードディスク上の映像のファイルを選
択してください。
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 3 記録した映像をパソコンに保存する
SDメモリーカードは容量の関係から、保持しておける映像の数が限られています。
SDメモリーカードの容量がいっぱいになると、古い映像から上書きしていきますので、
古い映像を見ることができなくなります。そのため、必要であれば、SDメモリーカー
ドの映像データはパソコンのハードディスクなどに保存してください。

1. 本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンへ挿入します。

2. エクスプローラで、SDメモリーカードのドライブを指定し、MOVフォル
ダから保存したいファイルを選択します。

3. 保存したい映像のファイルをマウスで右クリックし、「コピー」を選択しま
す。
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4. 保存先のフォルダを指定して（ここではデスクトップにしています）、右の
枠内をマウスで右クリックし、「貼り付け」を選択します。

保存したい映像のファイルが、SDメモリーカードから指定した保存先へ保存され
ます。

● コピー中にエラーメッセージが表示された場合、映像データが破損している可能性があ
ります。再度やり直してもエラーメッセージが表示される場合はSDメモリーカード
のフォーマットを行ってください。

　　⇒「SDメモリーカードをフォーマットする」（P.35）参照
● ひとつのフォルダに保存する映像ファイルは1000ファイル以下にしてください。ファ
イル数が多いと再生まで時間がかかります。
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 4 本体の設定を変更する
SDメモリーカードを介して、ビューアーソフト上から本体の設定を変更することがで
きます。変更が可能なものは以下の通りです。
（1） ブザー設定
 本体のブザーのON／OFFを設定します。
（2） 記録モードの設定
 本体の記録モードを標準モードと長時間モードから選択します。

1. 本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンへ挿入します。

2. ビューアーソフトを起動し、メニューの「設定」－「本体設定」を選択します。
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3. SDメモリーカードのドライブを指定し、[OK] ボタンをクリックします。

本体設定画面が表示されます。SDメモリーカードを正しく読み込めた場合は、以
前に動作していた設定が表示されます。
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4. 本体の設定を変更します。

①

②

① ブザー設定
本体のブザーのON／OFFを設定します。

② 記録モードの設定
本体の記録モードを標準モードと長時間モードから選択します。

5. [OK] ボタンをクリックします。

SDメモリーカードへ設定を保存します。設定値を保存したSDメモリーカードを
用いて、次回にエンジンキーをオンしたときに、自動的に値が反映されます。

設定変更後、SD メモリーカードを本体に挿入する前にパソコン上で再度設定画
面を開くと調整前の値が表示されますが（数値は本体挿入後に変更されます）、
SD メモリーカードには調整した値を記録しています。
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 5 本体の日時を修正する
本体では内部に時計を持っており日時を保持していますが、長期間にわたり電源が供給
されない状態が続くと日時がずれる場合があります。日時が大幅にずれている場合や日
時異常になった場合、以下の手順で日時を修正してください。

ご購入直後はずれている可能性がありますので、一度映像を試し撮りして、映像
の日時を確認してください。また、定期的に確認してください。

1. 本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンへ挿入します。

2. ビューアーソフトを起動し、メニューの「設定」－「日時設定」を選択します。

日時設定画面が表示されます。

設定画面に最初に表示されるのはパソコンに内蔵されている時計の時刻です。ド
ライブレコーダー本体の時計時刻ではありません。



ビューアーソフトの操作方法

34

3. 日時を設定します。現在の日時ではなく、次回にエンジンスイッチ「ON」
または「ACC」にする日付と時刻を設定してください。

4. [OK] ボタンをクリックします。書き込み先選択ダイアログが表示されるの
で、書込み先としてSDメモリーカードのドライブを指定し、[OK] ボタ
ンをクリックします。

SDメモリーカードへ設定を保存します。設定値を保存したSDメモリーカードを
用いて、次回にエンジンキーをオンしたときに、自動的に値が反映されます。
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 6 SDメモリーカードをフォーマットする
映像を再生したり、映像データをコピーしたりする際にエラーが表示される時は、SD
メモリーカードのデータが破損している可能性があります。本手順でSDメモリーカー
ドのフォーマットを行ってください。

● フォーマット後は、本機に必要な情報をSDメモリーカードに記録するため、
起動に時間がかかる場合があります（約１分程度）。

 起動完了（LEDが点灯）するまで絶対にカードを抜かないでください。
● 基本的にSDメモリーカードのフォーマットは必要ありません。SDメモリー
カードで書き込み・読み込みエラーが発生する場合、または本体が起動しない
場合のみフォーマットをしてください。

● フォーマットを行うと、SDメモリーカードのビューアーソフトおよび映像デー
タは削除されます。

 ・ ビューアーソフトをパソコンへ保存していない場合は、ソフトをパソコンへ
保存してください。また、必要な映像はパソコンへ保存してください。

　　⇒「ビューアーソフトをコピーする」（P.20）参照
　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.28）参照

1. SDメモリーカードフォーマットソフトウェアを準備する。
SDメモリーカードフォーマットソフトウェアをお使いのパソコンへインストール
します。インストール手順は、弊社ホームページを参照ください。
①  Internet Explorer などのウェブブラウザを起動し、弊社ホームページへアクセ

スします。弊社ホームページのURLは下記のとおりです。
　　　　　http://www.e-iserv.jp/top/
② 「ドライブレコーダービューアーソフトダウンロード」を選択してください。
③ 「SDメモリーカードフォーマットソフトウェア」を選択してください。
④  記述している手順に従って、SDメモリーカードフォーマットソフトウェアをイ

ンストールしてください。

2. SDメモリーカードフォーマットソフトウェアを起動します。
「スタート」－ 「プログラム」－ 「SD Formatter」－ 「SD Formatter JP」を選
択します。
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3. ［フォーマット］ボタンをクリックします。

4. フォーマットが終わると、確認ダイアログが表示されるので、［OK］ボタ
ンをクリックします。

5. ［終了］ボタンをクリックします。
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 7 ヘルプを表示する
以下の手順でヘルプを表示します。ヘルプでは画面上の各ボタンの説明をしています。

1. メニューの「ヘルプ」－「ヘルプ」を選択します。

ビューアーソフトのヘルプを表示します。
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 8 バージョン情報を表示する
以下の手順でビューアーソフトのバージョン情報を表示します。

1. メニューの「ヘルプ」－「バージョン情報」を選択します。

ビューアーソフトのバージョン情報を表示します。

ビューアーソフトのバー
ジョンを表示します。

ウェブブラウザを起動
し、弊社ホームページへ
アクセスします。
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 9 ビューアーソフトを消してしまった場合
誤ってビューアーソフトを消してしまった場合は、弊社ホームページよりビューアーソ
フトをダウンロードしてください。

1. Internet Explorer などのウェブブラウザを起動し、弊社ホームページへ
アクセスします。弊社ホームページのアプリケーションソフトダウンロー
ドのURLは下記のとおりです。

http://www.e-iserv.jp/top/

弊社ホームページは、2ヶ月に1回程度の割合で、メンテナンスのために1日中アクセ
スできなくなることがあります。予めご了承ください。

2. 「ドライブレコーダービューアーソフトダウンロード」を選択してください。

3. DREC100の「ビューアーソフトダウンロード」を選択してください。

4. 使用許諾条件と免責事項をよく読み、「同意する」を選択してください。

5. 表示されたホームページからビューアーソフトをダウンロードし、デスク
トップへ保存します。
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よくある質問

本体

質問事項 回 答
車両の電源を入れても LED
が点灯しない／電源が入らな
いんですが？

本体に電源が供給されていない可能性がありますので、電源の接
続をご確認願います。シガーライターで接続している場合は、接
触不良等が考えられますので、接触をご確認願います。シガーラ
イター内が汚れている場合は、清掃をお願いします。

シガーライターの形状が合わ
ないけど大丈夫？

シガーライターの形状が合わない場合は、同梱の接続コードを使
用し車両のACC電源から電源を取得してください。

動作確認はどうやって行うの
か？

動作確認手順（「本体の操作方法」（P.11）参照）に従い、映像
が撮影されているかパソコンで確認願います。

データを自分で消すことはで
きるのか？

SDメモリーカード内の映像データは消去しないでください。

カーナビとの接続で映像を見
ることはできないの？

画像のみをナビゲーションの画面で見ることができます。
お持ちのナビゲーションによっては、ナビ側で設定されている
コードが必要になる場合があります。

専用のＳＤメモリーカードが
壊れたけどどうすればいいで
すか？

SDメモリーカードのフォーマットを行ってください。（P.35）
市販のＳＤメモリーカードをご購入されても、正常に動作しませ
んのでご注意ください。

事故で壊れた場合、修理はし
てもらえるの？

事故などで強い衝撃を受けて壊れた場合は、部品故障の発生が懸
念され、修理後の品質保証ができかねますので、修理をお受けす
ることはできません。

記録したはずの画像がないん
だけど？

記録できる映像は標準モードで約1時間、長時間モードで約6
時間です（いずれも目安）。（P.13）これを超える場合は、古い
ものから上書きします。事故などでデータの保存が必要な場合は、
速やかに車両のエンジンキーをオフにしておく、または、SDメ
モリーカードを抜いておくなどの対応をお願いします。記録した
映像を残しておきたい場合は、パソコンのハードディスクなどに
コピーしておくなどの対応をお願いします。また、SDメモリー
カードの書き込み禁止スイッチが「LOCK」になっている場合も
保存されません。

信号の色が記録されないこと
があるけど故障？

映像の記録周期と LED方式の信号の周期によっては一瞬信号が
消えて見える場合がありますが、前後の映像や周辺の車の動き等
から判断してください。

エンジンを切っても電源が切
れないんですけど？

電源はシガーライターから取っていますか？車両によっては常
時、電源供給されている場合があります。その場合は、同梱の接
続コードを使用し車両のACC電源から電源を取得してください。
電源を車両のACC電源から取っている場合は、接続をご確認願
います。

■
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質問事項 回 答
本体が起動しないのですが？ 専用のＳＤメモリーカードは挿入されていますか？ＳＤメモリー

カードが挿入されていない時は、ＳＤメモリーカードを挿入し
てください。ＳＤメモリーカードが挿入されているにも関わら
ず本体が起動しない場合は、ＳＤメモリーカードの異常が考えら
れます。ＳＤメモリーカードのフォーマットを行ってください。
（P.35）

ＳＤメモリーカードに、映像
が記録できないんですが？

次の理由により正常に動作していない可能性がありますので、ご
確認ください。
・ ＳＤメモリーカードに異常はありませんか？異常がある場合は、
ＳＤメモリーカードのフォーマットを行ってください。（P.35）

・ ＳＤメモリーカードの書き込み禁止スイッチが「Lock」され
ていませんか？「Lock」されている場合は解除してください。
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ビューアー

質問事項 回　答
パソコンを持っていませんが
見ることができますか？

画像のみを車載モニターで見ることができますが、音声の確認お
よび本体の設定を変更するためにはパソコンが必要です。
⇒「記録した映像を見る（ビューアーモード）」（P.15）参照。

事故を起こした際、自分に不
利な映像でも相手に提出しな
ければいけない？

提出する義務はありません。

ビューアーで撮影日時が表示
されず、「映像情報が欠落して
いる・・・」と表示されたん
ですが？

本体は、日時などの情報データを、映像と共にカードに記録しま
すが、データ書込み中のカード抜けや、電源断などの原因により、
情報データが正しく書き込めなかった場合に表示されます。

記録できた映像は、事故の証
拠として認められるのです
か？

本機は、事故の検証に役立つことも目的の一つとした製品ですが、
完全な証拠としての効力を保証するものではありません。

パソコンのOSがWindows 
98、ME、Windows 2000
ですが映像は見ることができ
ますか？

見ることはできません。対応OSはWindows XP （SP3以降）、
Windows Vista（SP2以降）およびWindows 7 です。それ
以外のOSでは、ビューアーソフトは起動しても再生が正しく行
われないことがあります。

古いパソコンを使っています
が、新しいパソコンは必要で
すか？ 

Windows XP、Windows Vista およびWindows 7 の OSが
快適に動作するパソコンであれば、新しいパソコンは必ずしも必
要ではありません。

記録した映像は、Windows 
Media Player 等の汎用ソフ
トで見ることはできますか？

できません。付属のDREC100映像ビューアーでのみ再生が可
能です。

ビューアーソフトを消してし
まいました。

ビューアーソフトはＳＤメモリーカードの中に入っています。Ｓ
Ｄメモリーカードからデスクトップへコピーしてください。
また、弊社ホームページからもダウンロードが可能です。
⇒「ビューアーソフトを消してしまった場合」（P.39）参照。

パソコンにＳＤメモリーカー
ドを挿入しても認識しないん
ですが？

ＳＤメモリーカードが正しく挿入されていない可能性がありま
す。再度ＳＤメモリーカードを挿入しなおしてください。また、
カードリーダーを使用している場合、カードリーダー自体が正し
くパソコンで認識出来ていない可能性もあります。カードリー
ダー付属の説明書を参照してください。

ビューアーソフトが起動しな
いんですが？

お使いのパソコンのＯＳは Windows XP （SP3 以降）、
Windows Vista （SP2 以降）または Windows 7 ですか？
ビューアーソフトは、Windows XP より古いOSや、Mac や
Linux など他のOSでは起動しません。もし、OSが正しいにも
関わらず起動しない場合は、ビューアーソフトのファイルが壊れ
ている可能性がありますので、弊社ホームページよりダウンロー
ドしてください。
⇒「ビューアーソフトを消してしまった場合」（P.39）参照。



ご参考に

43

質問事項 回　答
再生ボタンを押しても、映像
の再生が始まらないんです
が？

再度フォルダを開いて、再生を行ってください。それでも再生さ
れない場合は、映像ファイルが壊れている可能性がありますので、
SDメモリーカードのフォーマットを行ってください。（P.35）

再生ボタンを押しても映像は
再生されるが、音が出ないん
ですが？

ビューアーの音量設定が最小になっていませんか？設定をご確認
ください。（P.26）
設定変更しても音声が出ない場合、パソコン本体の音量設定を確
認してください。

本体設定画面を開くと「設定
ファイルを読み込めません」
との警告が表示されるのです
が？

本体設定画面を開く時には、本体が実際に動作していた時の設定
記録ファイルをSDメモリーカードから読み込みます。
ご購入直後は、このファイルが存在しません。その場合、左記警
告が表示されますが問題はありません。
そのままOKボタンを押してください。

本体設定画面で設定を変更し
て書き込みをしましたが、設
定が変更されていないような
のですが ?

設定変更をした後、再度、設定画面を開いても変更内容は反映さ
れません。ただし、設定を変更するためのファイルは更新されて
います。故障ではありません。
設定変更をした後、SDメモリーカードを車載機本体に挿入して
起動させることで、設定内容は反映されます。

再生時に映像が乱れたり音声
が途切れたりするのですが？

ビューアーソフトを終了させ、再度ビューアーソフトを起動して
映像を再生してください。
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仕様
項　目 仕　様

動作温度範囲 －20～＋65℃
※湿度20～90％ RH、結露なきこと

保存温度範囲 －30～＋85℃
※湿度20～90％ RH、結露なきこと

電源電圧 10Ｖ～32Ｖ

消費電流 最大300mA以下

外形寸法 横幅50mm×高さ38mm×奥行100mm（突起部を除く）

質量 約100ｇ

記録方法 常時記録（標準モード／長時間モードの2モード）

映像記録時間 標準モード：約1時間
長時間モード：約6時間

映像フレーム数 標準モード：VGA 最大 28フレーム／秒
長時間モード：QVGA 最大 7フレーム／秒

時計精度 月差１3秒

VIDEO出力 NTSC

撮影素子 1/4型カラーCMOS

有効画素数 約31万画素

水平解像度 500ＴＶ本（中心部）

画角 水平135°×垂直107°対角165°

■
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アフターサービスについて
1. この商品には保証書を添付しております。
 保証書は販売店でお受けとりの際、必ず、「販売店名、お買い上げ日」などの記入お
よび記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

2. 保証期間は、お買い上げ日から１年間です。

3. 調子が悪いとすぐ故障と考えがちですが、修理に出す前に本書の「■よくある質問」
（P.40）を、もう一度よくご覧のうえ調べてください。簡単な調整やお手入れで直
ることがあります。それでも具合が悪いときは、次により修理をお申しつけください。
◆ 修理の受け付けは、お求めの販売店が行います。
◆ 保証期間中は、商品に保証書を添えてお求めの販売店にお持ち込みください。
 保証書に記載しております保証規定にもとづいて、無料で修理いたします。
※ 修理、点検に要する商品の脱着費用は、保証期間内においても基本的に有償と
なります。

◆ 保証期間が過ぎているときは、お客様のご希望によりまして、有料で修理をお引
き受けいたしますのでお求めの販売店にお持ち込みください。

4. 出張による修理、点検は行っておりません。

5. この商品の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）は、製造打ち切り
後最低6年間保有しております。

■
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商品に関するお問い合わせ先　アフターサービスについて
商品のアフターサービスに関するお問い合わせはお求めの販売店または下記「お客様相
談窓口」へ
※修理のご依頼は、お求めの販売店へお願いいたします。


	表紙

	目次
	安全に正しくお使いいただくために
	使用上のご注意
	各部の名称と異常時の案内
	各部の名称とはたらき
	LED 表示、ブザーによる異常通知

	本体の操作方法
	起動する
	終了する
	映像と音声を記録する（記録モード）
	記録した映像を見る（ビューアーモード）
	日時の設定を変更する（設定モード）
	ドライブレコーダー本体のアプリケーションをバージョンアップする

	ビューアーソフトの操作方法
	ビューアーソフトをコピーする
	記録した映像を見る
	記録した映像をパソコンに保存する
	本体の設定を変更する
	本体の日時を修正する
	SD メモリーカードをフォーマットする
	ヘルプを表示する
	バージョン情報を表示する
	ビューアーソフトを消してしまった場合

	ご参考に
	よくある質問
	本体
	ビューアー

	仕様

	アフターサービスについて


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


